
２月２４日(金)に６年生を送る会を行いました。昨年度は編集した録画映像を
使いましたが、今年度は３部構成にして体育館で、それぞれの学年の発表を行い
ました。第１部が２年生と４年生の発表を６年生に披露し、第２部は１・３・５
年生、そして、第３部は全校児童を体育館に入れて６年生の発表と校旗引き継ぎ
を行いました。それぞれの学年が工夫した内容の発表で６年生への感謝を伝え、
６年生は学校生活におけるきまりを寸劇風の発表で伝えてくれました。発表する

側は、ビデオと違って見せる緊張感がありますが、その分、反応
も感じ取ることができます。相手意識によって意欲も高まります。
改めて集合形式の集会のよさを感じとることができました。
今年の６年生、とても仲がよく、笑顔が多く、いつも明るいい

い雰囲気で学校生活を過ごしていました。また、運動会などの行
事では、自分たちならではの工夫を取り入れていました。そうい
う日常の過ごし方が、そのまま下級生のお手本となっており、最
上級生らしさを自然体で示してくれたように感じます。５年生が
最上級生になっても、日頃の生活の中で下級生を導いてくれるよ
うな姿を期待しています。

その６年生の「みんなの夢」が２月２３日の
佐賀新聞に掲載されました。
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県教委委員会が学校での体力向上に向けて取り組ん
でいる「スポーツチャレンジ」という簡単な団体競技
があります。この佐志小でも平成２８年から積極的に

取り組んできて、これまで何度も表彰されています。今年度、
５年１組が「みんなで輪くぐり」という競技で、５年生の部佐
賀県ナンバーワンとなり、２月２１日に学校で表彰が行われま
した。この競技は１０人が手をつないだまま１つのフラフープ
を順にくぐっていくもので、柔軟性とスピード、さらに失敗を
許し合い励まし合う寛容な態度や協調性も必要とされます。体
力作りとともに人格形成や学級作りにもたいへん有効です。今
後も多くの学級で、直接は見えない県内の同級生と競い合って、
体力とチームワークを高めていって欲しいものです。
※中央にいらっしゃるのは、県教委に在籍されながら佐賀工業
ラグビー部総監督をお務めの小城博さんです。

２月２０日(月)の午後、下学年と上学年に分
けて、人権集会を行いました。今回は春日北小

の小林誠さんを講師にお招きして、性の多様性についての
理解を深めました。性の多様性については、特にここ１～
２年、様々な場で取り上げられることが多くなり、これま
での認識を一度リセットして、いわゆる体の性別と心の性
は必ずしも一致しないことを知り、それに対する偏見をな
くすことが求められるようになってきました。子供は固ま
った認識をもちませんから、わりとすんなりと受け入れら
れます。もしかしたら、私たち大人の方が勉強しなければ
ならない人権課題なのかもしれません。


